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講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
一
五
講
談
と『
近
古
実
録
』に
み
る「
鬼
神
の
お
松
」─
─
松
林
伯
円
作
の
継
承
と
明
治
の「
実
録
」
神
　
林
　
尚
　
子
一
　
は
じ
め
に
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、
近
世
の
門
付
芸
能
の
一
つ
「
ち
ょ
ん
が
れ
」
に
由
来
す
る
題
材
で
あ
る
一
。
ち
ょ
ん
が
れ
に
唄
わ
れ
た
原
拠
は
、
奥
州
笠
松
峠
で
女
盗
賊
「
鬼
神
の
お
松
」
が
道
中
の
武
士
・
夏
目
四
郎
三
郎
を
殺
し
、
の
ち
四
郎
三
郎
の
息
子
・
千
太
郎
に
討
た
れ
る
と
い
う
短
い
語
り
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
題
材
は
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
一
月
、
堀
江
市
之
側
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
『
吾あづ
ま妻
海かい
道だう
茶ちや
や
の
む
す
め
屋
娘
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
合
巻
や
読
本
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
作
品
に
扱
わ
れ
て
い
る
二
。
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、『
吾
妻
海
道
茶
屋
娘
』
に
登
場
す
る
「
牙
の
お
才
」
に
重
ね
ら
れ
る
形
で
緒
に
つ
い
た
。
結
果
的
に
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、「
牙
の
お
才
」
の
筋
、
す
な
わ
ち
夫
の
た
め
に
女
盗
賊
と
な
り
、
最
後
に
は
自
ら
夫
の
手
に
か
か
っ
て
死
ぬ
と
い
う
筋
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
合
巻
の
諸
作
に
も
継
承
さ
れ
る
が
、
一
方
で
読
本
・
切
附
本
の
作
例
で
は
、『
水
滸
伝
』
の
枠
組
を
借
り
て
、
男
勝
り
の
義
侠
的
な
女
盗
賊
と
し
て
の
相
貌
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
本
来
ご
く
短
く
断
片
的
な
題
材
で
あ
っ
た
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、
種
々
の
作
品
に
扱
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
先
行
作
品
の
筋
立
て
や
ジ
ャ
ン
ル
の
特
質
、
上
演
・
刊
行
当
時
の
流
行
な
ど
を
反
映
し
な
が
ら
、
様
々
な
脚
色
を
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
諸
作
品
の
う
ち
、
講
談
と
明
治
期
の
「
実
録
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
講
談
と
し
て
の
「
鬼
神
の
七
一
六
お
松
」
は
、
二
代
目
松
林
伯
円
が
幕
末
に
脚
色
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
伯
円
自
身
の
口
演
記
録
は
、
速
記
術
の
普
及
以
前
の
た
め
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
伯
円
の
弟
子
を
含
め
た
後
世
の
講
談
師
に
よ
る
口
演
速
記
と
し
て
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
数
種
の
単
行
本
お
よ
び
雑
誌
連
載
記
事
が
確
認
で
き
る
。
伯
円
の
講
じ
た
内
容
は
厳
密
に
は
復
元
で
き
な
い
に
せ
よ
、
弟
子
の
悟
道
軒
円
玉
ら
に
よ
る
口
演
の
速
記
か
ら
、
そ
の
内
容
を
可
能
な
限
り
辿
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、
明
治
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
近
古
実
録
』（
栄
泉
堂
刊
）
に
も
、「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
作
例
が
収
載
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
ボ
ー
ル
表
紙
本
な
ど
複
数
の
刊
行
例
が
あ
る
が
、本
文
は
い
ず
れ
も
同
文
。
の
ち
『
近
世
実
録
全
書
』
第
十
四
巻
（
昭
和
三
年
〔
一
九
二
八
〕、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
作
者
の
考
証
を
含
め
て
、
明
治
の
「
実
録
」
と
し
て
の
脚
色
に
は
不
明
の
点
も
多
々
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
の
考
証
を
試
み
た
い
。
二　
講
談
速
記
本
の
検
討 
―
― 
松
林
伯
円
と
そ
の
後
継
者
た
ち
（
一
）
松
林
伯
円
と
そ
の
時
代
―
― 「
泥
棒
伯
円
」
の
活
躍
講
談
師
「
松
林
伯
円
」
の
名
は
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
幕
末
・
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
三
遊
亭
円
朝
と
並
び
称
さ
れ
て
、
舌
耕
文
芸
家
の
雄
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
現
在
に
も
残
る
「
鼠
小
僧
」「
お
富
与
三
郎
」「
天
保
六
花
撰
」「
小
猿
七
之
助
」「
安
政
三
組
盃
」
等
の
演
目
は
、
い
ず
れ
も
伯
円
が
草
案
し
、
あ
る
い
は
潤
色
・
脚
色
を
加
え
た
も
の
が
成
功
を
博
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
蹟
は
近
代
の
文
学
史
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
に
至
っ
て
、
延
広
真
治
氏
の
「
松
林
伯
円
の
基
礎
調
査
」三
、
吉
澤
秀
明
氏
『
二
代
松
林
伯
円
年
譜
稿
』・『
松
林
伯
圓
作
品
集（
一
）』『
同（
二
）』四
な
ど
の
論
考
や
資
料
集
が
発
表
さ
れ
、
以
後
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
五
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
二
代
松
林
伯
円
の
伝
記
事
項
と
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
一
七
伯
円
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
生
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
没
。
元
来
は
武
家
に
生
ま
れ
た
が
、
講
釈
を
好
ん
で
養
子
先
を
廃
嫡
、
講
談
師
と
し
て
立
つ
。
初
代
伯
円
の
前
講
を
勤
め
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
死
後
に
二
代
伯
円
を
継
ぎ
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
講
談
界
の
雄
と
し
て
活
躍
し
た
。
初
代
伯
円
か
ら
習
い
覚
え
た
世
話
講
談
を
得
意
と
す
る
一
方
で
、
創
作
に
も
才
を
発
揮
し
、
新
作
の
創
案
や
既
存
の
話
柄
の
補
綴
を
行
っ
て
、
現
在
ま
で
残
る
多
く
の
講
談
の
型
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
伯
円
作
の
特
徴
と
し
て
、
白
浪
物
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
関
根
黙
庵
は
「
伯
円
の
作
に
は
鼠
小
僧
の
如
き
白
浪
物
が
多
く
、
又
こ
れ
を
得
意
と
し
て
講
演
し
た
か
ら
、
人
呼
ん
で
泥
棒
伯
円
と
い
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
六
。
こ
う
し
た
芸
風
を
持
つ
伯
円
は
、
や
は
り
白
浪
物
を
得
意
と
し
た
「
泥
棒
役
者
」
の
四
世
小
団
次
、「
白
浪
作
者
」
の
河
竹
新
七
（
黙
阿
弥
）
と
提
携
し
て
、
歌
舞
伎
に
も
原
作
を
提
供
し
た
。『
鼠
ね
ず
み
小こ
紋もん
東はる
の君
新しん
形がた
』（
安
政
四
年
〔
一
八
五
七
〕
正
月
、
市
村
座
初
演
）、『
網あみ
模も
様よう
燈とう
籠ろの
菊きく
桐きり
』（
同
年
七
月
、
市
村
座
初
演
）
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
提
携
関
係
の
所
産
で
あ
る
。
伯
円
の
講
談
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
時
期
に
高
座
に
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
関
根
黙
庵
は
、「
鬼
神
の
お
松
」
を
伯
円
二
一
歳
の
時
の
作
と
し
て
い
る
が
七
、
伯
円
の
生
年
を
天
保
五
年
と
す
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
あ
た
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
後
年
、
伯
円
の
高
弟
で
あ
る
悟
道
軒
（
松
林
）
円
玉
が
講
じ
た
「
奥
州
娘
白
浪
」
の
速
記
で
は
、
作
品
中
に
桜
田
門
外
の
変
に
当
て
込
ん
だ
台
詞
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
此
の
講
談
の
出
来
ま
し
た
年
は
万
延
の
元
年
」
と
解
説
を
加
え
て
い
る
八
。
原
型
が
安
政
元
年
に
成
り
、
口
演
を
重
ね
ら
れ
る
中
で
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
当
該
の
台
詞
が
追
加
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
万
延
元
年
を
「
鬼
神
の
お
松
」
成
立
の
年
と
み
る
べ
き
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
成
立
の
年
時
は
安
政
元
年
～
万
延
元
年
前
後
の
数
年
間
に
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
近
世
の
最
末
期
に
成
立
し
た
「
鬼
神
の
お
松
」
の
講
談
は
、
伯
円
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
演
じ
ら
れ
、「
松
林
派
の
読
物
で
は
十
八
番
物
」九
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
更
に
、
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
明
治
期
に
は
伯
円
高
弟
の
円
玉
を
は
じ
め
と
し
て
、
他
流
の
講
七
一
八
談
師
た
ち
に
も
講
ぜ
ら
れ
、
大
正
期
の
速
記
例
も
確
認
で
き
る
。
（
二
）
明
治
期
の
速
記
本
の
検
討
①
伝
本
の
整
理
で
は
、
講
談
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
備
え
て
い
た
か
。
特
に
速
記
術
の
定
着
以
前
の
講
談
の
研
究
に
は
、
技
術
的
な
困
難
が
伴
う
。
舌
耕
文
芸
で
あ
る
講
談
は
、
文
字
資
料
と
は
異
な
っ
て
、
一
回
性
の
語
り
を
基
本
と
す
る
芸
能
で
あ
る
。
従
っ
て
文
字
に
よ
る
記
録
に
残
り
に
く
く
、
た
と
え
記
述
さ
れ
た
と
し
て
も
、
身
振
り
や
口
吻
を
含
め
た
そ
の
芸
能
の
全
貌
を
再
現
し
き
れ
な
い
と
い
う
憾
み
が
残
る
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
口
演
速
記
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
資
料
の
検
討
か
ら
、
可
能
な
限
り
そ
の
内
容
の
再
構
成
を
試
み
た
い
。
以
下
、
主
と
し
て
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
資
料
を
通
じ
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
「
鬼
神
の
お
松
」
の
物
語
の
型
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。
講
談
に
基
づ
く
資
料
と
し
て
、
狭
義
の
速
記
で
は
な
い
が
、
ま
ず
次
の
作
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①　
田
辺
南
龍
口
演
、
伊
藤
専
三
編
輯
『
色
い
ろ
も
濃こき
緑
み
ど
り
の
笠かさ
松まつ
』
明
治
一
六
年
六
月
四
日
か
ら
『
新
編
都
草
紙
』（
著
述
堂
）
に
連
載
、
二
三
回
（
同
年
九
月
）
で
連
載
中
断
。
の
ち
続
編
を
増
補
、
全
三
六
回
と
し
て
、
滑
稽
堂
よ
り
単
行
本
刊
行
（
前
編
明
治
一
六
年
一
〇
月
、
後
編
明
治
一
九
年
六
月
）一
〇
右
は
田
辺
南
龍
の
口
演
に
基
づ
き
、
伊
藤
専
三
（
橋
塘
）
が
稿
を
編
輯
し
て
成
っ
た
も
の
。
連
載
開
始
の
時
点
で
は
速
記
術
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
速
記
に
よ
ら
ず
戯
作
者
が
文
章
に
書
き
起
こ
し
た
例
で
あ
る
。
次
い
で
、
速
記
に
よ
る
単
行
本
ま
た
は
雑
誌
連
載
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
一
九
の
例
と
し
て
、
現
時
点
ま
で
に
確
認
し
た
一
覧
を
掲
げ
る
。
②　
田
辺
南
龍
講
演
・
今
村
次
郎
筆
記
『
奥
州
娘
白
波
／
鬼
神
お
松
』
明
治
二
九
年
九
月
五
日
印
刷
、
同
年
同
月
一
七
日
発
行
。
求
光
閣
刊
。
本
文
二
五
一
頁
。
口
絵
三
葉
。
竹
陰
居
士
序
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
③　
揚
々
舎
鶴
燕
自
講
自
記
『〈
仇
討
講
談
〉
鬼
神
お
松
』
明
治
三
二
年
九
月
五
日
印
刷
、
明
治
三
二
年
九
月
一
〇
日
発
行
。
国
華
堂
刊
。
本
文
四
七
頁
。
口
絵
一
葉
。
天
野
機
節
序
。
国
会
図
書
館
、
延
広
真
治
氏
蔵
。
④　
松
林
円
玉
講
演
・
石
原
速
記
事
務
所
員
速
記
『
鬼
神
の
お
松
』
明
治
三
二
年
一
二
月
二
六
日
印
刷
、
明
治
三
二
年
一
二
月
二
一
日
発
行
。
今
古
堂
分
店
刊
。
本
文
三
〇
頁
。
口
絵
一
葉
。
国
会
図
書
館
蔵
。
⑤ 
桃
流
舎
至
孝
口
演
『
笠
松
峠
仇
討
』（
内
題
「
笠
松
峠
の
仇
討
」）
明
治
三
三
年
一
二
月
二
八
日
印
刷
、
明
治
三
四
年
一
月
二
日
発
行
。
求
光
閣
刊
。
本
文
四
四
頁
。
口
絵
一
葉
。
天
野
彩
霞
序
。
架
蔵
。
⑥ 
田
辺
南
龍
講
演
・
今
村
次
郎
筆
記
『
奥
州
娘
白
波
／
鬼
神
お
松
』
明
治
四
一
年
三
月
二
七
日
印
刷
、
同
年
四
月
一
日
発
行
。
求
光
閣
刊
。
本
文
二
五
一
頁
。
口
絵
三
葉
。
竹
陰
居
士
序
。
延
広
真
治
氏
蔵
。
⑦　
悟
道
軒
円
玉
（
松
林
円
玉
）
口
演
・
浪
川
義
三
郎
手
記
「
奥
州
娘
白
浪
」
七
二
〇
『
講
談
雑
誌
』
二
巻
四
号
（
大
正
五
年
四
月
）
～
三
巻
九
号
（
同
六
年
九
月
）
連
載
。
右
に
挙
げ
た
速
記
本
の
う
ち
、
⑥
は
②
の
後
刷
り
で
、
版
面
は
同
一
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
都
合
六
種
の
本
文
を
参
照
し
得
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
全
体
の
構
成
と
し
て
は
概
ね
類
似
し
た
筋
立
て
を
備
え
て
い
る
が
、
取
り
上
げ
る
挿
話
の
数
や
脚
色
、
全
体
の
紙
数
な
ど
、
細
部
に
つ
い
て
は
個
々
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
は
雑
誌
連
載
の
み
で
単
行
本
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
④
と
同
様
に
伯
円
の
直
弟
子
円
玉
の
口
演
記
録
で
あ
り
、
か
つ
④
で
は
部
分
的
な
挿
話
の
み
を
講
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
完
結
し
た
筋
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
吉
沢
英
明
『
講
談
作
品
事
典
』
中
巻
「
鬼
神
の
お
松
」
項
一
一
で
は
、
揚
々
舎
鶴
燕
に
よ
る
速
記
本
（
明
治
三
二
年
、
銀
花
堂
版
）
に
基
づ
い
て
梗
概
を
記
す
ほ
か
、
右
⑦
の
「
奥
州
娘
白
浪
」
連
載
に
言
及
。
ま
た
同
書
で
は
、「
骸
骨
お
松
」
と
し
て
も
立
項
し
て
お
り
、
後
者
の
例
と
し
て
、
次
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。
・
小
金
井
蘆
洲
口
演
「
骸
骨
お
松
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
一
七
─一
四
号
、
明
治
四
四
年
一
〇
月
）
・
西
尾
鱗
慶
「
骸
骨
お
松
」（『
週
刊
朝
日
』
二
二
─二
三
号
、
昭
和
七
年
一
一
月
。「
古
今
妖
婦
十
人
伝
」
の
一
）
・
悟
道
軒
円
玉
「
川
越
の
仇
討
（
日
の
出
の
松
吉
）」（『
講
談
倶
楽
部
』
一
二
─三
号
、
大
正
一
二
年
三
月
）
・
大
谷
内
越
山
「
鬼
神
の
お
松
（
女
賊
張
本
）」（『
講
談
倶
楽
部
』
一
四
─一
号
、
大
正
一
三
年
一
月
）
「
骸
骨
お
松
」
の
称
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
講
談
の
定
型
と
し
て
、
亡
父
の
髑
髏
を
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
以
上
の
速
記
例
か
ら
、
明
治
一
〇
年
代
～
三
〇
年
代
に
か
け
て
田
辺
南
龍
、
松
林
円
玉
、
揚
々
舎
鶴
燕
ら
が
「
鬼
神
の
お
松
」
を
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
二
一
得
意
ネ
タ
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
明
治
四
〇
年
代
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
小
金
井
蘆
洲
や
大
谷
内
越
山
、
西
尾
鱗
慶
な
ど
に
も
引
き
継
が
れ
て
口
演
を
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。
②
梗
概
の
整
理 
―
― 
講
談
と
し
て
の
「
定
型
」
の
抽
出
で
は
、
講
談
と
し
て
語
ら
れ
た
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、
ど
の
よ
う
な
筋
を
備
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
吉
沢
氏
は
、
先
掲
の
『
講
談
作
品
事
典
』「
鬼
神
の
お
松
」
項
に
て
、
連
載
「
奥
州
娘
白
浪
」
の
冒
頭
を
引
用
し
て
い
る
。
時
代
は
徳
川
九
代
将
軍
家
重
公
と
十
代
家
治
公
の
治
世
、
明
和
安
永
天
明
に
跨
り
ま
し
た
、
江
戸
全
盛
期
の
出
来
事
で
、
是
を
劇
に
い
た
し
ま
す
と
彼
の
鬼
神
お
松
が
大
泥
棒
に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
講
談
の
方
で
は
深
川
仲
町
の
芸げい
妓しや
で
そ
れ
が
伝
吉
と
云
ふ
亭
主
の
為
に
知
ら
ず
知
ら
ず
悪
事
を
為す
る
事
に
成
っ
て
居
り
ま
す
…
右
の
言
葉
は
、
講
談
「
鬼
神
の
お
松
」
の
粗
筋
を
約
言
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
時
代
設
定
に
つ
い
て
は
、
田
辺
南
龍
の
口
演
（
先
掲
①
、
②
等
）
で
は
八
代
将
軍
治
下
の
享
保
元
文
期
と
す
る
な
ど
、
多
少
の
揺
れ
が
み
ら
れ
る
が
、
お
松
を
深
川
の
芸
妓
と
し
て
、
夫
の
伝
吉
の
た
め
に
強
請
な
ど
の
悪
事
を
働
き
、
や
が
て
女
盗
賊
と
な
る
と
い
う
筋
を
と
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。
更
に
詳
し
い
梗
概
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
速
記
本
の
う
ち
最
も
長
い
本
文
を
持
つ
②
に
即
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。
な
お
、
内
容
の
区
切
り
毎
に
、
私
に
（
ア
）
～
（
キ
）
ま
で
の
仮
番
号
を
付
し
た
。
（
ア
）
八
代
将
軍
吉
宗
の
御
世
、
藤
掛
伝
次
郎
は
、
弁
天
小
路
で
口
入
稼
業
を
営
む
吉
田
屋
菊
三
郎
の
養
子
に
入
っ
て
侠
客
と
な
り
、
七
二
二
弁
天
小
僧
伝
吉
と
綽
名
さ
れ
て
い
た
。
伝
吉
は
品
川
の
州
で
偶
然
水
死
体
を
見
つ
け
、
手
厚
く
葬
る
。
（
イ
）
深
川
の
芸
者
松
吉
は
、
品
川
の
州
で
拾
っ
た
骸
骨
を
慈
し
ん
で
「
骸
骨
お
松
」
と
綽
名
を
取
り
、
客
に
肌
を
許
さ
ぬ
こ
と
で
評
判
。
こ
の
骨
こ
そ
、
伝
吉
が
葬
っ
た
死
体
の
も
の
で
、
松
吉
の
父
の
遺
骨
で
あ
っ
た
。
松
吉
の
父
・
稲
毛
甚
三
郎
は
、
仙
台
藩
の
剣
道
師
範
で
あ
っ
た
が
、
同
家
中
の
武
士
・
夏
目
四
郎
三
郎
に
逆
恨
み
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
て
い
た
。
父
の
死
後
、
母
お
そ
め
は
内
弟
子
の
早
川
丈じょ
う
ご
ろ
う
五
郎
と
駆
け
落
ち
し
、
松
吉
は
芸
者
に
売
ら
れ
て
今
の
境
涯
。
父
親
の
夢
告
で
伝
吉
に
会
っ
た
松
吉
は
、
伝
吉
が
父
の
遺
骸
を
埋
葬
し
た
こ
と
を
知
っ
て
深
く
感
謝
し
、
い
つ
し
か
深
い
仲
と
な
っ
て
、
身
請
さ
れ
て
夫
婦
と
な
る
。
（
ウ
）
お
松
と
名
を
改
め
た
松
吉
は
、
伝
吉
と
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
が
、
歳
末
の
借
金
に
逼
迫
し
、
呉
服
商
白
木
屋
で
強
請
。
そ
れ
が
伝
吉
に
露
見
し
、
人
目
を
避
け
る
た
め
暫
時
別
々
に
江
戸
を
離
れ
る
。
（
エ
）
お
松
は
川
越
の
知
人
の
も
と
に
向
か
う
途
中
、
母
の
お
そ
め
に
再
会
。
お
そ
め
は
癩
病
を
病
み
、
早
川
に
疎
ま
れ
て
い
た
。
お
松
は
母
を
引
き
取
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
の
直
前
に
、
母
は
早
川
と
そ
の
情
婦
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
お
松
は
隣
家
の
男
を
蕩
し
こ
ん
で
協
力
さ
せ
、
母
の
敵
の
早
川
を
討
つ
。
（
オ
）
早
川
を
殺
し
た
科
で
お
松
は
投
獄
さ
れ
る
が
、
伝
吉
か
ら
お
松
の
助
命
を
頼
ま
れ
た
土
地
の
侠
客
鰐わに
鮫ざめ
又
右
衛
門
と
妾
お
藤
の
助
力
に
よ
っ
て
、
脱
獄
し
て
奥
州
笠
松
峠
に
至
り
、
盗
賊
の
首
領
と
な
る
。
河
原
で
旅
人
を
襲
っ
て
い
た
お
松
は
、
父
の
仇
の
夏
目
四
郎
三
郎
を
そ
れ
と
知
ら
ぬ
ま
ま
騙
し
て
川
中
で
刺
し
殺
し
、
敵
討
を
果
た
す
。
（
カ
）
笠
松
峠
の
山
塞
に
追
手
が
か
か
り
、
お
松
は
素
性
を
隠
し
て
諸
国
を
遍
歴
、
の
ち
江
戸
に
戻
っ
て
裕
福
な
質
屋
の
伊
勢
源
と
夫
婦
に
な
る
。
し
か
し
、
川
越
の
牢
で
出
会
っ
た
お
藤
が
度
々
強
請
に
現
れ
る
た
め
、
お
松
は
お
藤
夫
婦
を
殺
し
、
夫
伊
勢
源
を
も
殺
し
て
路
銀
を
奪
い
、
駿
州
静しず
機はた
山やま
へ
立
ち
退
く
。
（
キ
）
そ
の
頃
伝
吉
は
、
駿
州
の
妓
楼
・
結
城
屋
お
糸
の
も
と
へ
聟
入
り
し
て
い
た
。
再
会
を
望
む
お
松
は
、
伝
吉
を
婚
家
か
ら
密
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
二
三
か
に
連
れ
出
す
が
、
伝
吉
の
心
は
戻
ら
ず
、
お
松
は
や
む
な
く
伝
吉
を
山
塞
に
置
い
て
逃
げ
る
。
夏
目
四
郎
三
郎
の
息
子
仙
太
郎
は
、
敵
討
を
志
し
て
諸
国
を
放
浪
、
駿
州
を
通
っ
た
と
こ
ろ
を
、
お
松
の
一
味
と
誤
解
さ
れ
て
捕
ら
わ
れ
る
。
仙
太
郎
の
主
君
陸
奥
守
は
こ
れ
に
怒
り
、
詫
び
と
し
て
十
日
以
内
に
お
松
を
捕
ら
え
る
よ
う
求
め
る
。
駿
州
の
町
奉
行
は
一
計
を
案
じ
、
伝
吉
が
獄
門
に
か
け
ら
れ
た
と
の
偽
の
情
報
を
流
し
、
伝
吉
の
首
を
一
目
見
よ
う
と
現
れ
た
お
松
を
捕
ら
え
る
。
伝
吉
や
手
下
の
助
け
を
得
て
脱
獄
す
る
も
、
既
に
死
を
覚
悟
し
た
お
松
は
、
最
後
に
伝
吉
に
一
目
会
う
こ
と
を
望
む
が
叶
わ
ず
、
一
人
静
機
山
で
自
害
を
果
た
す
。
右
に
見
た
通
り
、
②
の
田
辺
南
龍
口
演
は
か
な
り
錯
綜
し
た
筋
立
て
を
備
え
て
い
る
。
夫
に
操
を
尽
く
す
お
松
の
造
形
や
、
お
松
が
父
親
の
敵
討
を
志
し
、
そ
の
敵
討
と
し
て
夏
目
四
郎
三
郎
を
殺
す
こ
と
な
ど
は
先
行
作
品
に
も
見
ら
れ
た
脚
色
で
あ
っ
た
が
、
講
談
に
お
い
て
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
要
素
も
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
ず
は
お
松
の
境
涯
に
つ
い
て
、
仙
台
藩
士
稲
毛
甚
三
郎
の
娘
と
す
る
設
定
や
、「
骸
骨
お
松
」
の
綽
名
な
ど
は
、
講
談
に
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
父
親
の
骸
骨
を
許
嫁
の
も
の
と
偽
り
、
操
を
立
て
る
た
め
と
し
て
男
に
肌
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
描
写
も
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
み
ら
れ
な
い
。
芸
者
な
が
ら
男
を
知
ら
ず
に
通
し
た
お
松
が
、
初
め
て
恋
仲
と
な
っ
た
の
が
夫
と
な
る
伝
吉
で
あ
っ
た
。
生
活
苦
に
迫
ら
れ
て
の
強
請
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
夫
を
思
う
一
心
か
ら
道
義
を
外
れ
た
行
動
に
出
る
と
い
う
点
で
、
歌
舞
伎
を
は
じ
め
先
行
作
品
と
も
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
強
請
が
原
因
で
夫
と
一
旦
別
れ
、
遍
歴
中
も
夫
を
思
い
続
け
る
が
、
遂
に
心
が
戻
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
絶
望
す
る
、
と
い
う
流
れ
は
講
談
独
自
と
言
え
よ
う
。
講
談
に
お
け
る
お
松
の
造
型
と
し
て
、
女
盗
賊
と
し
て
の
酷
薄
な
面
を
持
つ
一
方
で
、
夫
の
伝
吉
に
対
し
て
、
一
貫
し
て
思
慕
を
寄
せ
続
け
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
講
談
に
お
い
て
は
、
本
筋
か
ら
外
れ
た
挿
話
に
つ
い
て
も
話
を
膨
ら
ま
せ
、
脱
線
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
挿
話
を
多
く
積
み
重
ね
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
お
松
の
夫
「
弁
天
小
僧
伝
吉
」
の
生
い
立
ち
や
、
お
松
の
継
母
と
の
再
会
と
そ
の
敵
討
の
挿
話
、
笠
松
七
二
四
峠
の
山
塞
を
追
わ
れ
た
お
松
が
駿
州
へ
至
る
ま
で
の
遍
歴
な
ど
、
直
接
本
筋
と
関
わ
ら
な
い
、
い
わ
ば
傍
系
の
物
語
が
か
な
り
の
分
量
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
先
行
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
脚
色
と
し
て
、
特
に
人
物
の
来
歴
に
あ
た
る
部
分
を
新
し
く
加
え
、
更
に
傍
系
の
筋
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。
も
う
一
つ
、
講
談
に
お
い
て
大
き
な
焦
点
と
な
る
の
は
、
お
松
の
亡
父
に
よ
る
夢
告
で
あ
る
。
講
談
で
は
、
芸
者
お
松
の
夢
に
父
が
現
れ
、
四
郎
三
郎
に
殺
さ
れ
た
こ
と
、
遺
骸
を
本
所
の
男
伊
達
（
伝
吉
）
が
見
つ
け
て
葬
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
語
り
、
敵
討
を
願
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
お
松
は
さ
っ
そ
く
父
の
遺
骨
を
集
め
て
回
向
、
こ
れ
が
「
骸
骨
お
松
」
の
渾
名
の
因
と
な
る
。
ち
ょ
ん
が
れ
の
祖
型
に
も
、
四
郎
三
郎
が
息
子
の
千
太
郎
の
夢
に
現
れ
、
お
松
に
殺
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
て
敵
討
を
頼
む
場
面
が
あ
り
、
講
談
で
の
脚
色
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
吉
沢
英
明
氏
は
、
先
掲
『
講
談
作
品
事
典
』
に
て
、
殺
さ
れ
た
父
に
よ
る
夢
告
の
挿
話
は
講
談
「
夢
と
寝
言
の
敵
討
」
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
自
身
の
埋
葬
地
を
告
げ
る
趣
向
は
「
花
扇
駒
次
郎
」
に
も
出
て
く
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
二
。
こ
れ
ら
の
夢
告
の
挿
話
は
、
講
談
に
お
け
る
効
果
的
な
手
法
と
し
て
、
題
材
の
枠
を
超
え
て
援
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
本
作
で
の
夢
告
は
、
後
段
の
伝
吉
と
の
出
会
い
と
敵
討
に
つ
な
が
る
伏
線
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
作
品
構
成
の
上
で
も
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
屋
根
船
の
お
松
と
髑
髏
、
そ
し
て
夢
の
取
り
合
わ
せ
は
、
後
述
す
る
錦
絵
「
講
談
一
席
話
」（
明
治
八
年
刊
）
の
填
詞
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
講
談
と
し
て
の
「
鬼
神
の
お
松
」
の
定
型
の
一
画
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
覚
し
い
一
三
。
③
諸
本
の
異
同
と
共
通
の
枠
組
―
―
「
語
り
物
」
と
し
て
の
特
質
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
諸
本
の
異
同
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
同
じ
田
辺
南
龍
の
口
演
に
基
づ
く
も
の
の
、
速
記
で
は
な
く
伊
東
専
三
が
稿
を
ま
と
め
た
①
『
色
濃
緑
笠
松
』
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
第
一
回
の
冒
頭
に
は
「
世
の
人
口
に
膾
炙
す
る
鬼
神
お
松
が
事
は
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
二
五
し
も
諸
説
区まち
々〳〵
に
し
て
一
定
な
ら
ね
ど
其
が
中うち
実
説
に
近
し
と
想
ふ
此
笠
松
の
枝
ぶ
り
を
愛
し
て
写
し
殖
る
物
か
ら
…
」一
四
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
速
記
本
②
の
内
容
と
共
通
し
て
い
る
。
発
端
の
伝
吉
の
境
涯
、
お
松
の
身
の
上
か
ら
、
川
越
で
の
継
母
と
の
出
会
い
と
敵
討
、
脱
獄
し
て
笠
松
峠
に
至
る
筋
ま
で
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
全
体
に
、
②
に
比
し
て
個
々
の
挿
話
を
丁
寧
に
述
べ
て
お
り
、
特
に
（
カ
）
の
部
分
は
、
②
が
比
較
的
簡
単
に
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
丁
寧
に
説
明
を
加
え
な
が
ら
描
写
し
て
い
る
。
駿
州
に
入
っ
て
か
ら
の
展
開
は
、
②
の
（
キ
）
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
②
で
は
伝
吉
が
女
盗
賊
と
な
っ
た
お
松
を
疎
む
素
振
り
を
見
せ
る
の
に
対
し
、『
色
濃
緑
笠
松
』
の
伝
吉
は
、
山
塞
に
連
れ
行
か
れ
た
際
に
懐
か
し
く
夫
婦
の
語
ら
い
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
お
松
の
最
期
も
、
捕
ら
わ
れ
て
移
送
さ
れ
る
途
中
で
伝
吉
に
助
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
で
覚
悟
を
定
め
て
自
害
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
次
い
で
、
他
の
速
記
本
の
検
討
に
移
る
。
速
記
本
③
～
⑦
は
、
基
本
的
に
は
②
に
準
ず
る
筋
立
て
を
備
え
て
お
り
、
同
一
の
話
型
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
③
は
、（
ア
）
～
（
ウ
）、
即
ち
お
松
の
境
涯
と
伝
吉
と
の
出
会
い
か
ら
、
窮
迫
に
思
い
余
っ
て
の
強
請
、
そ
の
露
顕
に
よ
る
江
戸
出
奔
ま
で
は
ほ
ぼ
同
一
の
筋
立
て
を
備
え
て
い
る
。
お
松
の
継
母
の
名
を
「
お
よ
し
」
と
す
る
な
ど
細
部
が
異
な
り
、
ま
た
全
体
に
②
よ
り
も
簡
略
な
語
り
口
で
あ
る
が
、
筋
立
て
と
し
て
は
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
③
は
（
エ
）
に
あ
た
る
挿
話
を
持
た
ず
、
江
戸
を
離
れ
た
お
松
が
す
ぐ
に
笠
松
峠
に
至
る
こ
と
と
し
て
い
た
。（
エ
）
が
省
か
れ
て
未
消
化
と
な
っ
て
い
た
継
母
に
関
わ
る
筋
は
、
笠
松
峠
で
盗
賊
と
な
っ
た
お
松
の
前
に
継
母
お
よ
し
と
愛
人
が
偶
然
現
れ
た
た
め
、
不
義
密
通
の
罪
と
お
松
を
芸
者
に
売
り
払
っ
た
怨
み
を
晴
ら
そ
う
と
、
お
松
が
手
下
に
命
じ
て
二
人
を
責
め
殺
さ
せ
る
、
と
い
う
形
を
と
る
。
ま
た
、
夏
目
四
郎
三
郎
を
討
っ
て
敵
討
を
果
た
し
た
後
は
急
速
に
終
息
に
向
か
い
、
自
ら
の
命
運
が
尽
き
た
こ
と
を
悟
っ
た
お
松
の
自
害
で
幕
を
下
ろ
す
。
速
記
本
④
は
前
二
点
と
は
異
な
り
、
②
の
梗
概
に
掲
げ
た
（
エ
）
の
部
分
の
み
を
詳
細
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
前
段
で
あ
る
、
お
松
の
生
い
立
ち
と
伝
吉
と
の
出
会
い
、
江
戸
を
離
れ
る
ま
で
の
事
情
は
極
め
て
簡
潔
に
説
明
さ
れ
る
の
み
で
、
川
越
に
お
け
る
母
と
の
再
会
と
、
早
川
丈
五
郎
と
そ
の
情
婦
に
よ
る
母
の
殺
害
、
そ
れ
を
知
っ
た
お
松
の
敵
討
を
主
眼
と
し
た
口
演
と
言
っ
て
よ
い
。
七
二
六
一
方
、
速
記
本
⑤
は
全
体
の
筋
を
簡
単
に
辿
っ
た
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
如
き
作
例
で
あ
る
。
お
松
の
父
稲
毛
甚
三
郎
と
夏
目
四
郎
三
郎
の
確
執
か
ら
語
り
起
こ
し
、
お
松
の
自
害
ま
で
を
全
七
席
で
語
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
粗
筋
に
終
始
し
た
観
が
強
く
、
講
談
特
有
の
逸
話
で
も
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
「
骸
骨
お
松
」
の
異
名
は
挙
げ
る
も
の
の
、
そ
の
理
由
と
な
っ
た
、
父
親
の
遺
骨
の
件
に
は
触
れ
な
い
。
お
松
の
母
「
お
綱
」
も
、
夫
甚
三
郎
の
死
後
間
も
な
く
病
死
し
て
お
り
、
従
っ
て
後
段
で
の
再
会
と
敵
討
の
逸
話
は
な
い
。
表
紙
に
「
敵
討
講
談
」
と
銘
打
つ
よ
う
に
、
本
作
は
お
松
に
よ
る
父
の
敵
討
、
即
ち
夏
目
四
郎
三
郎
を
討
つ
ま
で
の
経
緯
を
主
軸
と
し
た
作
例
と
も
言
い
う
る
。
四
郎
三
郎
の
息
子
仙
太
郎
も
敵
討
を
志
し
て
駿
州
へ
向
か
う
が
、
駿
州
の
「
御
奉
行
」
山
城
守
は
、
捕
縛
さ
れ
た
お
松
の
申
し
立
て
を
聞
い
て
、「
仙
太
郎
は
又
仇
き
」「
天
下
の
御
法
度
」
と
の
裁
き
を
下
す
一
五
。
お
松
は
江
戸
表
へ
護
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
道
中
で
伝
吉
に
救
わ
れ
て
脱
出
、
静
機
山
に
戻
っ
て
自
害
し
た
と
語
り
お
さ
め
る
。
な
お
、
仙
太
郎
の
仇
討
を
「
又
仇
き
」
と
す
る
の
は
、「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
系
譜
上
ほ
ぼ
先
例
が
見
え
ず
、
独
自
の
記
述
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
最
後
の
⑦
も
、
②
の
筋
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。（
ア
）
～
（
オ
）
の
部
分
ま
で
は
、
人
名
等
の
細
部
の
異
同
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
同
様
の
筋
を
と
る
。
た
だ
し
そ
の
後
、
速
記
本
②
で
は
（
カ
）
の
部
分
で
お
松
が
江
戸
に
戻
る
ま
で
の
流
浪
を
長
く
語
っ
て
い
た
の
に
対
し
、「
奥
州
娘
白
浪
」
で
は
江
戸
に
は
す
ぐ
戻
る
も
の
の
、
そ
の
後
駿
州
に
辿
り
着
く
ま
で
に
各
所
を
放
浪
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
細
か
な
挿
話
が
多
く
語
ら
れ
る
が
、
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
流
浪
の
過
程
で
何
人
も
の
浪
人
者
の
妾
と
な
り
つ
つ
も
、
一
貫
し
て
伝
吉
を
慕
い
続
け
る
お
松
の
姿
で
あ
っ
た
。
細
部
の
異
同
は
あ
れ
、
大
き
な
物
語
の
枠
組
は
、
速
記
本
の
諸
作
と
基
本
的
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
　
松
林
円
玉
は
、
⑦
「
奥
州
娘
白
波
」
の
連
載
予
告
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
是
は
明
和
の
頃
の
出
来
事
で
深
川
が
全
盛
の
時
代
、
仲
町
の
羽
織
衆
（
芸げい
妓しや
）
日
の
出
家
の
松
吉
後
に
鬼
神
の
お
松
是
を
主
人
公
と
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
二
七
し
て
そ
れ
に
弁
天
小
僧
伝
吉
と
云
ふ
侠
客
が
絡
み
ま
し
て
色
気
あ
り
強
い
処
も
あ
り
、
愁
嘆
場
も
ご
ざ
い
ま
す
る
し
却なか
々〳〵
面
白
く
出
来
て
居
り
ま
し
て
先
師
伯
円
が
是
を
始
め
て
読
み
一
躍
し
て
後ご
座ざ
読
み
に
な
つ
た
と
い
ふ
、
松
林
派
の
読
物
で
は
十
八
番
と
申
し
ま
し
て
も
宜
し
い
品
物
…
一
六
こ
こ
か
ら
は
、
伯
円
の
直
弟
子
で
あ
っ
た
円
玉
が
、
師
の
芸
を
継
承
し
、「
松
林
派
」
の
得
意
の
読
物
と
し
て
「
鬼
神
の
お
松
」
を
語
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
伯
円
の
芸
の
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
自
負
は
、
し
か
し
高
座
で
の
排
他
的
な
、
あ
る
い
は
固
定
的
な
姿
勢
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
円
玉
の
語
る
⑦
「
奥
州
娘
白
浪
」
は
、
田
辺
南
龍
や
揚
々
舎
鶴
燕
の
口
演
速
記
で
あ
る
②
、
③
等
と
、
基
本
的
な
展
開
は
同
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
④
の
例
を
見
れ
ば
、
円
玉
が
全
体
の
筋
立
て
を
大
幅
に
省
略
し
、
ご
く
一
部
の
み
演
ず
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
講
談
師
の
間
に
は
、
流
派
や
師
系
の
意
識
も
存
在
し
て
い
た
で
は
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
「
鬼
神
の
お
松
」
も
の
の
講
談
を
見
る
限
り
、
演
者
や
流
派
に
よ
る
差
異
を
超
え
て
、
あ
る
程
度
共
通
し
た
定
型
に
則
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
基
本
的
な
話
の
構
造
を
共
有
し
つ
つ
、
時
間
的
条
件
や
観
客
の
様
子
な
ど
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ
て
細
部
に
改
変
を
加
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
舌
耕
文
芸
で
あ
る
講
談
の
特
質
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
続
き
物
」
と
し
て
幾
晩
も
連
続
し
て
高
座
に
か
け
ら
れ
た
講
談
は
、
そ
の
時
々
で
異
な
る
上
演
時
間
や
回
数
の
中
で
う
ま
く
語
り
納
め
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
に
伸
縮
さ
せ
な
が
ら
語
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
速
記
本
②
～
⑦
が
、
語
り
方
の
精
粗
や
挿
話
の
数
に
お
い
て
異
な
る
の
は
、
そ
う
し
た
口
演
の
実
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
緩
や
か
な
物
語
の
枠
組
を
共
有
し
た
上
で
、
口
演
の
度
に
改
変
や
創
意
を
加
え
つ
つ
演
じ
て
い
く
こ
と
が
講
談
の
本
質
で
あ
り
、
各
種
の
口
演
の
記
録
の
間
に
見
ら
れ
る
共
通
点
と
差
異
は
、
そ
れ
を
雄
弁
に
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
七
二
八
（
三
）「
講
談
一
席
話
」
―
―
明
治
八
年
の
錦
絵
填
詞
速
記
法
以
前
の
講
談
の
口
演
内
容
を
知
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
、
明
治
八
年
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
錦
絵
の
揃
物
「
講かう
談だん
一いつ
席せき
話わ
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
一
点
に
、
伯
円
の
講
ず
る
「
鬼
神
の
お
松
」
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
一
七
【
図
版
１
】。
こ
の
揃
物
に
は
仮
名
垣
魯
文
が
填
詞
を
寄
せ
て
当
該
講
談
の
粗
筋
を
述
べ
て
お
り
、
講
談
の
内
容
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
。
次
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。
巽たつ
み
ふ婦
言げん
の
名
に
し
お
ふ
客
を
南
へ
送
り
船
。
州
崎
の
芦
間
に
髑
髏
の
怪
談
。
夢
に
も
夫それ
と
し
ら
浪
の
。
始
め
て
知
り
し
父
の
仇
。
う
つ
ゝ
に
諭
す
夏
目
が
旧
悪
。
思
ふ
念
り
き
深
川
の
げ
い
し
や
お
松
が
内
心
は
。
夜
叉
に
等
き
鬼
神
が
。
刀
の
詮
議
報ふく
讐しう
の
。
二ふた
道みち
か
け
し
三み
筋すぢ
の
世
渡
。
ひ
く
や
妹
背
の
縁
の
糸
。
白
は
に
因ちなみの
弁
天
小
僧
が
鬼
の
女
房
の
鬼
神
と
な
れ
り　
　
呂
文
記
こ
の
梗
概
は
、
速
記
本
の
検
討
か
ら
抽
出
さ
れ
た
物
語
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
お
松
が
深
川
の
芸
者
と
し
て
登
場
し
、「
州
崎
の
芦
間
」
に
髑
髏
を
見
出
し
て
父
の
仇
を
知
る
こ
と
、
夏
目
某
を
お
松
の
父
の
仇
と
す
る
こ
と
、
お
松
が
「
弁
天
小
僧
」
の
女
房
と
な
る
こ
と
な
ど
、
固
有
名
も
含
め
て
共
通
し
て
い
る
。
一
方
、『
色
濃
緑
笠
松
』
お
よ
び
速
記
本
の
作
例
と
相
違
す
る
の
は
、「
刀
の
詮
議
」
と
い
う
要
素
の
有
無
で
あ
る
。
宝
刀
の
行
衛
詮
議
の
筋
は
、
歌
舞
伎
『
新しん
板ぱん
こ
し
の
し
ら
な
み
越
白
浪
』（
嘉
永
四
年
〔
一
八
五
一
〕
初
演
）
以
来
、
こ
の
題
材
の
大
き
な
要
素
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
。
錦
絵
の
填
詞
か
ら
も
、
明
治
八
年
前
後
の
口
演
で
は
、
こ
の
点
が
重
要
な
位
置
づ
け
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
明
治
八
年
の
錦
絵
「
講
談
一
席
話
」
か
ら
明
治
一
六
年
刊
の
『
色
濃
緑
笠
松
』
ま
【図版 1】「講談一席話 松林亭伯円」
（松雪斎銀光画。国立国会図書館蔵）
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
二
九
で
の
間
に
、
こ
の
要
素
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
背
景
と
な
っ
た
時
代
相
と
も
関
わ
っ
て
興
味
が
惹
か
れ
る
。
宝
刀
詮
議
の
有
無
を
別
と
す
れ
ば
、
講
談
に
お
け
る
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、「
講
談
一
席
話
」
か
ら
明
治
三
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
同
様
の
形
で
継
承
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
八
年
の
時
点
で
、
明
治
末
年
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
く
定
型
が
あ
る
程
度
確
立
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
伯
円
の
口
演
も
こ
れ
と
近
い
内
容
を
備
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
伯
円
の
講
じ
た
幕
末
の
原
型
と
速
記
本
の
時
代
と
を
繋
ぐ
資
料
と
し
て
、
こ
の
錦
絵
填
詞
は
重
要
な
意
味
を
備
え
て
い
る
。
三　
『
近
古
実
録
』
か
ら
『
近
世
実
録
全
書
』
ま
で
―
―
明
治
期
の
「
実
録
」
（
一
）
伝
本
の
整
理
一
方
で
、
明
治
期
の
『
近
古
実
録
』
に
扱
わ
れ
た
「
鬼
神
の
お
松
」
の
資
料
群
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
系
統
の
作
例
と
し
て
は
、
現
時
点
ま
で
に
、『
近
世
実
録
全
書
』
を
含
め
て
八
点
を
確
認
し
て
い
る
。
簡
単
な
書
誌
を
含
め
て
、
次
に
そ
の
一
覧
を
掲
げ
る
。
①
『
近
古
実
録　
鬼
神
お
松
譚
』
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
四
月
刊
。
栄
泉
堂
刊
。
出
版
人
広
岡
幸
助
、
社
主
山
内
文
三
郎
（
刊
記
）。
和
装
活
版
。
半
紙
本
一
冊
。
摺
付
表
紙
。
口
絵
無
。
挿
絵
有
（
歌
川
芳
幾
画
）。
全
一
七
丁
。
本
文
二
段
組
。
序
文
な
し
。
国
会
図
書
館
蔵
。
②
『
笠
松
峠
鬼
神
お
松
伝
』【
図
版
２
～
４
】
明
治
一
八
年
八
月
刊
。
野
村
銀
次
郎
刊
。
和
装
活
版
。
中
本
一
冊
（
摺
付
表
紙
）。
口
絵
有
。
挿
絵
無
。
七
三
〇
全
二
八
丁
。
薫
仙
宗
祐
序
。
架
蔵
。
③
『
鬼
神
阿
松
譚
』
明
治
一
九
年
三
月
刊
。
栄
泉
堂
刊
。
和
装
活
版
。
中
本
一
冊
。
摺
付
表
紙
。
口
絵
有
。
挿
絵
無
。
全
五
六
丁
。
薫
仙
宗
祐
序
。
ロ
バ
ー
ト  
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
蔵
。
④
『
近
古
実
録　
笠
松
峠
鬼
神
敵
討
』【
図
版
５
・
６
】
明
治
一
九
年
三
月
刊
。
永
昌
堂
刊
。
洋
装
活
版
。
ボ
ー
ル
表
紙
。
表
紙
「
近
古
実
録
／
笠
松
峠
鬼
神
敵
討 
全
／
東
京　
永
昌
堂
版
」。
口
絵
有
。
挿
絵
無
。
全
八
〇
頁
。
竹
葉
舎
晋
升
序
（「
明
治
十
九
年
三
月
」）。
架
蔵
。
⑤
『
笠
松
峠
鬼
神
敵
討
』
明
治
一
九
年
三
月
刊
。
永
昌
堂
刊
。『
敵
討
高
田
馬
場
』
と
合
本
一
冊
。
洋
装
活
版
。
ボ
ー
ル
表
紙
本
。
口
絵
有
。
挿
絵
無
。
全
八
〇
頁
（
ノ
ン
ブ
ル
に
欠
落
あ
る
も
、
内
容
は
連
続
）。
竹
葉
舎
晋
升
序
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
玉
川
玉
吉
旧
蔵
本
）。
【図版 2】『笠松峠鬼神お松伝』
（明治 18 年、野村銀次郎刊）表紙
【図版 3】『笠松峠鬼神お松伝』（同前）序文
【図版 4】『笠松峠鬼神お松伝』（同前）口絵
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
三
一
⑥
『
鬼
神
お
松
譚
』
明
治
一
九
年
一
一
月
刊
。
誾
花
堂
刊
。
翻
刻
出
版
人
、
野
村
銀
次
郎
。『
善
悪
草
園
生
咲
分
』
と
合
本
一
冊
。
洋
装
活
版
。
ボ
ー
ル
表
紙
。
口
絵
有
（
①
と
一
致
）。
挿
絵
無
。
本
文
二
段
組
。
国
会
図
書
館
蔵
。
一
八
⑦ 
『
笠
松
峠
鬼
神
於
松
伝
』【
図
版
７
】
明
治
二
〇
年
三
月
刊
。
銀
花
堂
刊
。
刊
記
「
編
輯
人 
未
詳
／
出
版
人 
野
村
銀
次
郎
」。
洋
装
活
版
。
ボ
ー
ル
表
紙
本
。
表
紙
「K
O
K
O
N
D
O
K
U
FU
D
EN
／
笠
松
峠
鬼
神
於
松
伝
／
銀
花
堂
梓
」。
口
絵
有
。
挿
絵
無
。
薫
仙
宗
祐
序
。
本
文
四
一
頁
（
丁
付
ノ
ン
ブ
ル
、
奥
付
有
）。
表
紙
は
石
版
に
て
「
毒
婦
」
六
人
の
図
像
を
配
す
る
。
架
蔵
。
一
九
⑧
『
近
世
実
録
全
書
』
十
四
巻
所
収
「
鬼
神
の
お
松
」
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
月
刊
。
早
稲
田
大
学
出
版
部
。
河
竹
繁
俊
解
題
。
右
の
う
ち
、
⑥
の
総
序
に
は
、「
此
譚
の
演
述
者　
談
州
楼
燕
枝
」
と
あ
る
が
、「
鬼
神
お
松
譚
」
の
本
文
は
他
の
七
点
と
一
致
し
て
お
り
、
燕
枝
の
口
演
に
係
る
の
は
、『
善
悪
草
園
生
咲
分
』
の
み
と
推
定
さ
れ
る
。
右
の
八
点
と
も
、
本
文
は
基
本
的
に
同
一
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
『
近
古
実
録
』
の
本
文
が
翻
印
を
重
ね
ら
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
か
。『
近
古
実
録
』
以
前
の
祖
【図版 6】『近古実録／笠松峠鬼神敵討』
（同前）口絵
【図版 5】『近古実録／
笠松峠鬼神敵討』（明治
19 年、永昌堂刊）表紙
【図版 7】『笠松峠鬼
神於松伝』（明治 20
年、銀花堂刊）表紙
七
三
二
本
が
存
在
し
た
可
能
性
も
想
定
し
う
る
が
、
現
時
点
で
の
伝
本
は
確
認
で
き
な
い
。
『
近
世
実
録
全
書
』
所
収
本
文
の
底
本
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
同
叢
書
の
他
の
例
か
ら
推
し
て
も
、『
近
古
実
録
』
を
底
本
と
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
確
認
し
え
た
限
り
の
「
鬼
神
の
お
松
」
実
録
の
作
例
は
、
い
ず
れ
も
『
近
古
実
録
』
に
基
づ
く
同
系
統
の
本
文
を
備
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
系
統
の
本
文
が
近
世
に
写
本
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
ず
、
狭
義
の
「
実
録
（
実
録
体
小
説
）」
と
み
な
す
べ
き
か
否
か
、
な
お
検
討
の
要
が
あ
ろ
う
。
以
後
、
本
稿
で
は
こ
の
系
統
の
本
文
を
仮
に
「『
近
古
実
録
』
系
統
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
不
詳
な
が
ら
、
右
の
諸
本
の
う
ち
、
銀
花
堂
系
（
②
③
⑦
）
の
序
文
に
手
が
か
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
序
者
は
「
薫
仙
宗
祐
」
名
義
で
、
い
ず
れ
も
同
文
、
と
も
に
年
記
は
み
え
な
い
。
薫
仙
宗
祐
の
事
績
は
不
明
、
他
の
著
作
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
序
文
の
冒
頭
に
は
、「
作
者
氏
者
山
川
謂
字
結
司 
松
風
亭
愛
調
者
其
前
号
也
」
と
の
記
述
が
見
え
る
二
〇
。
即
ち
、
作
者
は
山
川
結
司
な
る
人
物
で
、
か
つ
て
「
松
風
亭
愛
調
」
の
号
を
用
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
山
川
結
司
、
松
風
亭
愛
調
と
も
に
、
他
の
著
作
や
伝
記
は
知
ら
れ
な
い
が
、
松
風
亭
の
号
に
つ
い
て
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
読
本
『
笠
松
峠
鬼
神
於
松
伝
』
の
作
者
「
松
風
亭
琴
調
」
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
二
一
。
琴
調
に
つ
い
て
も
、
他
の
作
例
や
事
績
と
も
に
全
く
伝
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
号
か
ら
、
講
談
師
な
ど
舌
耕
文
芸
の
徒
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
愛
調
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
弟
子
と
想
像
さ
れ
る
が
、
序
に
「
前
号
」
と
あ
る
以
上
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
に
は
既
に
そ
の
門
を
辞
し
て
い
た
も
の
か
。
ま
た
、
永
昌
堂
系
の
諸
本
（
④
⑤
）
に
は
、「
明
治
十
九
年
三
月
」
の
年
記
を
持
つ
竹
葉
舎
晋
升
の
序
が
み
え
る
（
二
書
と
も
同
文
）。
序
文
の
末
尾
に
は
、「
今こた
び回
永
昌
堂
の
主
人
が
発
兌
す
る
に
臨
み
」「
口こうじ
や
う演を
頼
ま
れ
て
」
記
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
永
昌
堂
版
の
刊
行
に
際
し
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
二
二
。
こ
の
竹
葉
舎
晋
升
序
に
つ
い
て
も
、
内
容
の
点
で
は
若
干
不
審
が
残
る
が
、
こ
の
点
は
本
文
の
内
容
を
見
た
上
で
後
述
し
た
い
。
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
三
三
（
二
）『
近
古
実
録
』
系
統
の
梗
概
以
下
、『
近
古
実
録
』
系
統
の
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
鬼
神
の
お
松
」
関
連
作
品
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
梗
概
を
見
て
お
こ
う
。
　
　
奥
州
仙
台
城
下
、
伊
達
家
の
武
術
指
南
役
で
あ
る
早
川
文
右
衛
門
は
、
藩
主
の
命
で
川
越
藩
の
浪
士
・
山
木
伝
七
郎
と
武
術
試
合
を
し
、
山
木
に
勝
利
。
山
木
は
文
右
衛
門
を
恨
み
、
早
川
の
門
下
で
あ
っ
た
稲いな
毛げ
甚じん
裁さい
・
立たて
め
じ
ょ
う
ご
ろ
う
目
丈
五
郎
・
部ぶ
が
き
ゅ
う
べ
え
賀
久
兵
衛
と
共
に
文
右
衛
門
を
狙
う
。
文
右
衛
門
の
死
後
に
家
督
を
継
い
だ
早
川
文
蔵
は
、
文
事
に
心
を
寄
せ
て
い
た
が
、
立
目
・
稲
毛
ら
に
恥
辱
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
一
子
文
次
郎
に
家
督
を
譲
っ
て
武
道
の
修
行
に
励
む
。
安
永
二
年
、
文
蔵
は
仙
台
の
城
下
で
立
目
・
部
賀
の
両
人
を
殺
害
し
て
意
趣
を
晴
ら
す
。
立
目
の
妻
・
お
松
は
、
元
は
深
川
の
遊
女
で
あ
っ
た
が
、
夫
の
敵
を
討
つ
べ
く
、
娘
の
お
や
す
と
共
に
、
京
都
に
転
じ
た
稲
毛
を
頼
る
。
稲
毛
は
お
松
に
恋
慕
、
お
松
は
こ
れ
を
拒
ん
で
稲
毛
を
殺
す
。
以
後
、
お
松
は
諸
国
で
人
を
騙
し
て
金
品
を
奪
い
、
や
が
て
奥
州
金
岳
山
で
盗
賊
と
な
る
。
お
や
す
は
こ
れ
を
憂
い
、
母
を
諫
め
る
た
め
に
自
害
。
お
松
は
そ
の
死
を
嘆
く
も
、
も
は
や
改
心
も
な
ら
ず
と
夜
盗
を
続
け
る
。
時
に
安
永
三
年
、
武
者
修
行
に
出
た
早
川
文
蔵
は
金きん
岳がく
山さん
に
て
お
松
と
出
会
う
。
お
松
は
夫
の
敵
と
知
ら
ぬ
ま
ま
、
文
蔵
を
騙
し
て
背
に
負
わ
せ
、
衣
川
の
川
中
で
殺
す
。
文
蔵
の
一
子
文
次
郎
は
、
文
蔵
の
下
人
・
忠
三
と
共
に
敵
討
に
出
立
。
一
方
、
お
松
は
駿
河
国
蓼たで
原はら
の
山
に
身
を
隠
す
。
文
次
郎
・
忠
三
主
従
は
、
駿
河
の
曾
我
兄
弟
の
社
へ
参
詣
す
る
途
中
で
お
松
一
味
の
隠
れ
家
に
泊
ま
り
合
わ
せ
、
お
松
の
手
下
三
島
権
左
衛
門
を
殺
す
が
、
お
松
は
そ
の
場
を
逃
れ
る
。
文
次
郎
主
従
は
一
旦
仙
台
へ
帰
国
。
七
三
四
お
松
は
盗
賊
の
張
本
と
な
り
、
再
び
奥
州
金
岳
山
に
戻
る
。
仙
台
の
太
守
は
お
松
一
味
の
捕
縛
を
命
じ
、
文
次
郎
が
指
揮
を
願
い
出
る
。
時
に
天
明
三
年
三
月
、
仙
台
藩
の
捕
手
が
金
岳
山
を
固
め
る
中
、
十
八
才
の
文
次
郎
は
父
の
形
見
の
頼らい
国くに
光みつ
の
刀
を
帯
し
て
山
塞
を
攻
め
、
お
松
の
首
を
取
っ
て
敵
討
を
果
た
す
。
以
上
、
内
容
と
し
て
は
、
先
に
見
た
講
談
と
重
な
る
点
が
多
い
が
、
年
時
や
人
物
名
、
細
か
い
設
定
な
ど
の
点
で
随
所
に
相
違
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
敵
討
物
と
し
て
の
大
枠
を
持
つ
点
は
共
通
す
る
が
、
講
談
で
は
亡
父
の
敵
・
夏
目
四
郎
三
郎
を
討
つ
の
が
悲
願
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
夫
・
立
目
丈
五
郎
の
敵
を
討
つ
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
大
き
く
異
な
る
の
が
、
お
松
の
夫
に
関
わ
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
講
談
で
は
、
お
松
は
「
弁
天
小
僧
伝
吉
」
と
恋
仲
と
な
り
、
離
別
を
経
な
が
ら
も
思
い
を
寄
せ
続
け
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
講
談
の
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、
敵
討
物
だ
け
で
な
く
、
恋
物
語
と
し
て
の
要
素
も
備
え
て
い
た
。
し
か
し
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
夫
は
同
家
中
の
早
川
文
蔵
に
殺
さ
れ
、
こ
の
敵
を
討
つ
た
め
に
お
松
が
諸
国
を
遍
歴
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
重
な
る
部
分
も
あ
る
一
方
で
、
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
物
語
全
体
の
枠
組
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
三
）
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
本
文
の
比
較
―
―
共
通
点
と
相
違
点
①
お
松
の
前
歴
と
継
母
・
娘
に
関
わ
る
挿
話
「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
と
の
相
違
点
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
考
え
て
み
た
い
。
登
場
人
物
に
関
す
る
設
定
と
し
て
、
お
松
の
夫
に
関
わ
る
相
違
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、
主
人
公
た
る
お
松
の
造
型
に
つ
い
て
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
お
松
が
も
と
深
川
の
遊
所
に
い
た
と
す
る
設
定
は
共
通
す
る
も
の
の
、
講
談
で
は
芸
者
で
あ
り
、
か
つ
亡
父
の
仇
を
討
つ
べ
く
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
三
五
肌
を
汚
さ
ず
に
い
た
も
の
が
、『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
遊
女
で
あ
っ
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
講
談
で
は
お
松
の
継
母
と
の
挿
話
が
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
が
、『
近
古
実
録
』
で
は
娘
の
お
や
す
が
登
場
し
、
母
を
諫
め
て
自
害
す
る
と
い
う
挿
話
が
見
ら
れ
る
。
講
談
に
お
い
て
は
、
継
母
に
よ
っ
て
芸
者
に
売
ら
れ
た
お
松
が
、
継
母
と
再
会
し
て
和
解
し
た
後
、
継
母
を
騙
し
殺
し
た
相
手
を
討
つ
と
い
う
筋
を
と
る
。
い
わ
ば
、
講
談
で
は
お
松
の
孝
養
が
描
か
れ
、
父
の
敵
討
に
加
え
て
継
母
の
敵
討
も
大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
い
た
が
、『
近
古
実
録
』
系
統
で
の
お
松
は
、
む
し
ろ
悪
逆
な
盗
賊
と
し
て
娘
に
諫
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
孝
養
を
担
う
の
は
娘
の
方
に
な
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
継
母
の
仇
討
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
後
者
に
は
登
場
し
な
い
。
作
品
の
舞
台
と
し
て
、
奥
州
と
駿
府
を
中
心
と
し
て
諸
国
を
遍
歴
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
講
談
で
は
奥
州
笠
松
峠
・
駿
州
静
機
山
で
あ
っ
た
も
の
が
、『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
奥
州
金
岳
山
・
駿
州
蓼
原
山
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
講
談
で
の
継
母
と
の
挿
話
は
川
越
を
舞
台
と
す
る
が
、『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
川
越
は
描
か
れ
ず
、
一
方
で
お
松
が
一
時
身
を
寄
せ
る
場
と
し
て
、
講
談
に
は
な
い
京
都
が
登
場
し
て
い
る
。
②
仙
台
城
下
で
の
家
士
の
対
立
更
に
微
妙
な
錯
雑
が
見
ら
れ
る
の
が
、
奥
州
仙
台
城
下
で
の
家
士
の
対
立
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
。
講
談
で
は
、
剣
術
師
範
で
あ
っ
た
お
松
の
父
「
稲
毛
甚
三
郎
」
が
、
同
家
中
の
夏
目
四
郎
三
郎
に
殺
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
お
松
が
敵
討
を
志
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
甚
三
郎
の
弟
子
「
早
川
丈
五
郎
」
は
、
甚
三
郎
の
死
後
に
そ
の
後
妻
（
お
松
の
継
母
）
と
出
奔
す
る
が
、
の
ち
若
い
情
婦
が
で
き
た
た
め
に
お
松
の
継
母
を
殺
し
、
こ
の
た
め
お
松
に
討
た
れ
て
い
る
。
一
方
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
剣
術
指
南
役
の
「
早
川
文
右
衛
門
」
と
山
木
伝
七
郎
の
対
立
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
。
忠
義
に
し
て
武
勇
兼
備
の
文
右
衛
門
に
遺
恨
を
抱
い
た
山
木
は
、
門
下
の
「
稲
毛
甚
裁
」・「
立
目
丈
五
郎
」
ら
を
率
い
て
文
右
衛
門
の
命
を
狙
い
、
文
七
三
六
右
衛
門
の
死
後
に
は
嫡
子
の
文
蔵
に
恥
辱
を
加
え
る
。
文
蔵
は
意
趣
返
し
と
し
て
立
目
ら
を
殺
す
が
、
お
松
は
こ
の
立
目
丈
五
郎
の
妻
で
、
夫
の
敵
を
討
つ
た
め
に
遍
歴
を
重
ね
、
や
が
て
奥
州
金
岳
山
の
女
盗
賊
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
こ
の
題
材
に
定
型
的
な
「
夏
目
四
郎
三
郎
」
父
子
の
名
が
み
え
な
い
点
も
、
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
右
の
通
り
、「
早
川
」「
稲
毛
」
あ
る
い
は
「
丈
五
郎
」
の
名
な
ど
、
姓
名
に
つ
い
て
は
講
談
と
重
な
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
作
中
で
の
位
置
づ
け
や
お
松
と
の
関
係
性
な
ど
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
節
義
を
備
え
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
早
川
父
子
の
方
で
あ
り
、
稲
毛
・
立
目
ら
は
武
道
に
背
い
た
不
徳
の
士
で
あ
る
。
描
写
の
筆
も
、
一
貫
し
て
早
川
父
子
の
側
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
山
木
・
稲
毛
・
立
目
ら
の
邪
智
奸
佞
を
繰
り
返
し
描
い
て
い
る
。
お
松
は
立
目
の
死
後
は
じ
め
て
物
語
に
登
場
し
、
夫
の
敵
討
を
志
す
が
、
そ
の
決
意
は
、
冒
頭
か
ら
の
経
緯
を
考
え
れ
ば
容
易
に
は
正
当
化
し
が
た
い
。
責
め
ら
れ
る
べ
き
は
む
し
ろ
、
早
川
父
子
に
嫌
が
ら
せ
を
重
ね
た
立
目
ら
の
方
で
あ
り
、
そ
の
意
趣
返
し
と
し
て
殺
さ
れ
て
い
る
以
上
、
お
松
の
敵
討
の
決
意
に
は
、
十
分
な
道
義
的
裏
付
け
が
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
。
③
お
松
の
敵
討
の
「
正
当
性
」
―
―
先
行
作
品
と
の
比
較
「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
一
と
し
て
、
主
人
公
た
る
お
松
に
読
者
が
感
情
移
入
し
が
た
い
構
成
を
取
る
点
は
、『
近
古
実
録
』
系
統
本
文
の
大
き
な
特
色
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
合
巻
・
読
本
な
ど
の
先
行
作
品
で
も
、
お
松
の
敵
討
を
大
き
な
軸
に
据
え
な
が
ら
、
実
は
そ
の
敵
討
自
体
が
理
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
い
う
展
開
は
複
数
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
合
巻
『
笠
松
峠
雨
夜
菅
蓑
』（
文
政
九
年
〔
一
八
二
六
〕
刊
）
で
は
、
お
松
の
娘
・
お
夏
が
、
母
を
殺
し
た
「
辰
巳
専
太
郎
」
を
敵
と
し
て
狙
う
が
、
お
松
が
専
太
郎
の
父
「
辰
巳
城
三
郎
」
を
殺
し
て
い
た
こ
と
、
専
太
郎
が
お
松
を
討
っ
た
の
は
そ
の
敵
討
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
自
ら
の
非
を
悟
る
二
三
。
ま
た
、
読
本
『
笠
松
峠
鬼
神
敵
討
』（
安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
序
刊
）
で
は
、
父
が
夏
目
四
郎
三
郎
に
殺
さ
れ
た
と
聞
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
三
七
い
て
敵
討
を
志
し
た
お
松
は
、
そ
れ
と
知
ら
ぬ
間
に
四
郎
三
郎
を
討
つ
が
、
後
に
父
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
四
郎
三
郎
の
子
・
千
太
郎
に
討
た
れ
る
覚
悟
を
決
め
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
二
作
品
で
は
、
結
果
と
し
て
お
松
（
お
夏
）
の
敵
討
の
根
拠
が
崩
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
描
写
の
筆
は
、
お
松
（
お
夏
）
に
寄
り
添
う
も
の
で
あ
る
。『
笠
松
峠
雨
夜
菅
蓑
』
で
は
、
母
の
敵
討
を
志
し
な
が
ら
、
夫
へ
の
思
い
と
の
狭
間
で
苦
悩
す
る
お
夏
が
描
か
れ
、
ま
た
読
本
『
笠
松
峠
鬼
神
敵
討
』
で
は
、
父
の
敵
討
の
た
め
に
女
盗
賊
と
し
て
跳
梁
す
る
お
松
の
描
写
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
夫
へ
の
思
い
に
悩
む
姿
と
、
男
優
り
の
果
断
な
女
盗
賊
と
い
う
違
い
は
あ
れ
、
い
ず
れ
も
主
人
公
と
し
て
魅
力
あ
る
人
物
造
型
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
読
者
の
感
情
移
入
を
誘
う
要
素
は
十
分
に
備
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
お
松
は
邪
智
の
士
・
立
目
丈
五
郎
の
妻
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
行
動
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
感
情
的
に
も
道
義
的
に
も
困
難
で
あ
る
。
夫
の
敵
を
討
つ
た
め
と
は
い
え
、
我
が
娘
に
よ
る
命
を
懸
け
た
諫
言
も
耳
に
入
れ
な
い
お
松
の
姿
は
、
お
よ
そ
読
者
と
し
て
は
共
感
し
が
た
い
造
型
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
脚
色
の
背
景
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
四　
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
の
交
渉
―
―
成
立
を
め
ぐ
る
一
試
論
こ
こ
ま
で
、
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
の
相
違
点
を
主
に
見
て
き
た
が
、
一
方
で
は
人
名
な
ど
を
含
め
て
共
通
す
る
点
も
多
く
、
相
互
に
無
関
係
に
成
立
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
仙
台
城
下
で
の
藩
士
の
抗
争
を
発
端
と
す
る
点
を
は
じ
め
、
あ
る
程
度
の
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
資
料
的
な
制
約
の
大
き
い
中
で
は
あ
る
が
、
以
下
一
試
論
を
試
み
た
い
。
ま
ず
は
、
明
治
八
年
刊
の
錦
絵
「
講
談
一
席
話
」
の
填
詞
を
再
度
見
て
み
よ
う
。
先
に
全
文
を
引
用
し
た
が
、
こ
の
填
詞
で
は
、「
巽
た
つ
み
婦ふ
言げん
の
名
に
し
お
ふ
客
を
南
へ
送
り
船
」
の
「
髑
髏
の
怪
談
」
と
い
う
書
き
出
し
に
続
け
て
、「
父
の
仇
」
と
し
て
の
「
夏
目
が
旧
悪
」
七
三
八
を
知
っ
た
「
深
川
の
げ
い
し
や
お
松
」
が
、「
刀
の
詮
議
」
と
「
復
讐
」
を
志
す
と
と
も
に
、「
妹
背
の
縁
の
糸
」
に
よ
っ
て
「
弁
天
小
僧
」
の
妻
と
な
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
深
川
の
芸
者
お
松
が
、
州
崎
の
海
中
で
見
出
し
た
髑
髏
を
手
が
か
り
と
し
て
、
父
が
夏
目
某
に
討
た
れ
た
こ
と
を
知
り
、
敵
討
と
刀
の
詮
議
を
志
す
の
が
講
談
の
骨
子
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
夫
・
弁
天
小
僧
伝
吉
と
の
「
妹
背
の
縁
」
も
ま
た
、
一
方
の
主
軸
で
あ
っ
た
。
こ
の
填
詞
を
見
る
限
り
で
は
、
父
の
死
の
詳
細
、
す
な
わ
ち
奥
州
仙
台
で
の
反
目
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
続
け
て
、
講
談
速
記
本
の
記
す
父
の
死
の
経
緯
を
見
よ
う
。
奥
州
仙
台
城
下
に
て
、
剣
術
の
試
合
で
負
け
た
四
郎
三
郎
が
お
松
の
父
・
稲
毛
甚
三
郎
に
遺
恨
を
抱
き
、
こ
れ
が
原
因
で
お
松
一
家
は
江
戸
に
移
住
。
四
郎
三
郎
は
一
家
を
追
っ
て
江
戸
に
出
、
遺
恨
を
捨
て
て
親
交
を
結
ぶ
と
見
せ
て
、
二
人
で
夜
釣
り
に
出
た
際
に
稲
毛
甚
三
郎
を
殺
す
の
で
あ
る
。
仙
台
城
下
で
の
描
写
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
紙
幅
は
割
か
れ
ず
、
む
し
ろ
江
戸
に
出
て
か
ら
四
郎
三
郎
が
稲
毛
甚
三
郎
に
近
づ
き
、
油
断
さ
せ
て
殺
す
ま
で
の
描
写
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
講
談
で
お
松
の
郷
里
を
奥
州
仙
台
と
し
た
の
は
、
の
ち
に
お
松
が
山
塞
を
構
え
る
の
が
奥
州
笠
松
峠
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
発
想
と
み
ら
れ
よ
う
。
遺
恨
の
根
が
生
じ
た
の
は
確
か
に
仙
台
の
地
で
は
あ
る
が
、
一
家
は
ほ
ど
な
く
江
戸
へ
移
住
、
お
松
の
父
が
殺
さ
れ
る
の
も
江
戸
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
釣
り
の
最
中
に
殺
さ
れ
た
父
の
遺
骸
が
、
品
川
沖
で
見
出
さ
れ
、
深
川
芸
者
・
お
松
の
手
に
渡
る
と
い
う
筋
立
て
に
も
不
自
然
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
近
古
実
録
』
系
統
の
本
文
で
は
、
前
半
の
仙
台
城
下
で
の
武
士
の
反
目
と
、
ち
ょ
ん
が
れ
以
来
の
「
鬼
神
の
お
松
」
の
定
型
と
の
間
に
、
有
機
的
な
接
点
は
見
出
せ
な
い
。
早
川
父
子
に
遺
恨
を
含
む
山
木
・
立
目
・
稲
毛
ら
の
抗
争
に
は
、
後
半
の
「
鬼
神
の
お
松
」
の
物
語
に
つ
な
が
る
必
然
性
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
お
松
が
深
川
に
身
を
お
い
て
い
た
と
い
う
設
定
も
、
講
談
と
は
違
っ
て
、
全
体
の
展
開
に
は
関
わ
っ
て
こ
な
い
。
以
下
は
想
像
に
留
ま
る
も
の
で
は
あ
る
が
、『
近
古
実
録
』
系
統
は
、
仙
台
城
下
で
の
藩
士
の
対
立
に
関
わ
る
話
柄
と
、「
鬼
神
の
お
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
三
九
松
」
と
い
う
別
個
の
題
材
を
、
奥
州
と
い
う
地
縁
を
介
し
て
結
び
つ
け
た
も
の
で
は
な
い
か
。「
鬼
神
の
お
松
」
の
定
型
で
あ
る
、
夏
目
某
（
四
郎
三
郎
・
千
太
郎
）
の
名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
そ
の
傍
証
の
一
つ
と
も
み
な
さ
れ
よ
う
。
主
人
公
で
あ
る
は
ず
の
お
松
が
、
物
語
の
中
途
か
ら
唐
突
に
登
場
し
、
し
か
も
そ
の
境
涯
が
読
者
と
し
て
感
情
移
入
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
綯
い
交
ぜ
の
結
果
と
考
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
説
明
が
つ
く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
の
先
後
は
容
易
に
決
し
難
い
が
、
伯
円
の
講
ず
る
講
談
「
鬼
神
の
お
松
」
の
祖
型
が
幕
末
に
成
立
し
て
い
る
以
上
、
奥
州
仙
台
に
お
松
の
故
地
を
設
定
す
る
行
き
方
は
、
お
そ
ら
く
講
談
に
お
い
て
先
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
仙
台
城
下
で
の
藩
士
の
抗
争
と
い
う
話
柄
を
新
た
に
取
り
入
れ
、
後
者
を
よ
り
詳
し
く
描
き
込
ん
で
作
品
の
前
半
に
据
え
た
の
が
『
近
古
実
録
』
で
あ
っ
た
と
す
る
方
が
、
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
述
し
た
『
近
古
実
録
』
銀
花
堂
系
の
序
文
に
て
、
作
者
の
前
号
と
し
て
挙
げ
る
「
松
風
亭
愛
調
」
が
講
談
師
を
思
わ
せ
る
こ
と
に
も
改
め
て
注
意
し
た
い
。
講
談
師
な
い
し
そ
の
周
辺
の
人
物
で
あ
っ
た
「
松
風
亭
愛
調
」
が
、
講
談
を
も
と
に
読
み
物
と
し
て
手
を
加
え
、
『
近
古
実
録
』
の
一
編
と
し
て
ま
と
め
た
と
い
う
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
松
風
亭
愛
調
」
の
事
績
を
含
め
て
不
明
の
点
が
多
く
、
厳
密
な
検
証
は
難
し
い
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。
五　
結
び
に
代
え
て
―
―
「
毒
婦
」
と
「
女
丈
夫
」
像
の
交
錯
本
稿
で
は
、「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
奥
州
仙
台
に
お
松
の
故
地
を
設
定
す
る
行
き
方
や
、
作
中
の
人
物
名
な
ど
に
類
似
も
認
め
ら
れ
る
が
、
細
か
い
設
定
や
人
物
の
造
型
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
。
講
談
に
お
い
て
は
、
松
林
伯
円
の
脚
色
を
も
と
に
口
演
を
重
ね
ら
れ
る
中
で
、
逸
話
の
付
加
や
脇
筋
の
拡
充
な
ど
、
話
芸
と
し
て
錬
磨
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
講
談
の
影
響
下
で
仙
台
城
下
で
の
武
家
の
抗
争
と
い
う
話
七
四
〇
柄
を
掘
り
下
げ
、
こ
れ
を
お
松
の
敵
討
の
筋
と
取
り
合
わ
せ
た
『
近
古
実
録
』
系
統
本
文
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
講
談
と
『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
主
人
公
で
あ
る
お
松
の
境
涯
や
人
物
造
型
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
講
談
で
は
、
夫
へ
の
一
途
な
思
い
を
持
つ
一
方
で
、
生
活
苦
の
た
め
に
強
請
な
ど
の
悪
事
に
も
手
を
染
め
る
女
盗
賊
と
し
て
造
型
さ
れ
る
。『
近
古
実
録
』
系
統
で
も
夫
の
た
め
に
敵
討
を
志
す
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
夫
が
邪
智
の
士
と
し
て
登
場
す
る
た
め
、
敵
討
の
正
当
性
は
も
と
よ
り
危
う
い
。
な
お
か
つ
後
者
で
は
、
娘
の
命
を
賭
し
た
諫
め
を
も
聞
き
入
れ
ず
悪
事
に
泥
む
と
い
う
描
写
も
あ
り
、
理
非
の
筋
目
で
言
う
な
ら
ば
、
理
を
認
め
が
た
い
の
が
『
近
古
実
録
』
系
統
の
お
松
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
右
の
よ
う
に
錯
綜
す
る
脚
色
を
経
て
、
明
治
期
の
「
鬼
神
の
お
松
」
の
人
物
像
は
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
展
望
を
示
し
て
ま
と
め
に
代
え
た
い
。
『
近
古
実
録
』
系
統
の
う
ち
、
永
昌
堂
系
の
序
文
（
竹
葉
舎
晋
升
序
）
の
一
部
を
左
に
掲
げ
る
。
鬼
の
女
房
に
鬼
神
と
や
ら
俚こと
諺はざ
に
い
へ
れ
ど　
夫
は
鬼
に
あ
ら
で　
主
家
の
為
に
頗
る
忠
節
を
尽
す
善
人
に
し
て　
其
女
房
た
る
お
松
は
鬼
神
の
綽
号
を
得
て　
醜
名
を
永
く
笠
松
峠
の
口くち
碑ぶみ
に
伝
ふ
る
も　
其
実
は
夫
を
助
け
親
兄
の
仇
を
復
す
る
一
個
の
女
丈
夫　
此
は
是
れ
外
面
如
菩
薩
内
心
如
夜
叉
と
も
い
は
ん
か
…
二
四
「
鬼
の
女
房
に
鬼
神
」、「
外
面
如
菩
薩
内
心
如
夜
叉
」
の
俚
諺
は
、
読
本
『
笠
松
峠
鬼
神
敵
討
』
を
は
じ
め
、
近
世
の
戯
作
に
常
套
的
に
引
か
れ
る
文
言
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
特
段
珍
し
い
筆
法
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
近
古
実
録
』
系
統
の
本
作
に
し
て
、
夫
の
立
目
丈
五
郎
を
「
忠
節
」
の
「
善
人
」
と
し
、
お
松
を
「
女
丈
夫
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
既
に
見
て
き
た
通
り
．『
近
古
実
録
』
系
統
で
は
、
立
目
は
邪
智
の
士
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、「
忠
節
」「
善
人
」
の
称
は
到
底
与
え
ら
れ
な
い
。
更
に
、
お
松
に
つ
い
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
四
一
て
も
「
夫
を
助
け
親
兄
の
仇
を
復
す
る
」
と
い
う
が
、
作
中
で
は
夫
の
敵
討
は
語
ら
れ
る
も
の
の
、
親
や
兄
の
敵
討
と
い
う
要
素
は
出
て
き
て
い
な
い
。
即
ち
、
こ
の
序
文
は
『
近
古
実
録
』
系
統
の
伝
本
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
該
書
の
伝
え
る
内
容
に
は
対
応
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
右
の
序
文
は
、
む
し
ろ
近
世
以
来
の
歌
舞
伎
や
読
本
に
描
か
れ
た
「
鬼
神
の
お
松
」
の
類
型
に
照
ら
し
て
、
は
じ
め
て
了
解
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
夫
を
「
忠
節
」
の
善
人
と
す
る
点
も
、
歌
舞
伎
の
脚
色
に
近
い
行
き
方
と
言
え
よ
う
。
親
の
敵
討
を
設
定
す
る
の
は
「
鬼
神
の
お
松
」
の
定
型
で
あ
る
が
、「
兄
の
仇
」
は
先
行
作
品
に
は
見
え
ず
不
審
。
な
お
、『
近
古
実
録
』
系
統
の
う
ち
、
銀
花
堂
系
の
序
文
で
も
、
お
松
に
つ
い
て
「
忠
孝
貞
節
」
の
言
を
与
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
序
文
も
、「
忠
孝
」「
貞
節
」
を
言
挙
げ
す
る
明
治
期
の
世
相
を
反
映
し
た
一
面
も
あ
ろ
う
が
、「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
展
開
に
即
し
て
見
る
な
ら
ば
、『
近
古
実
録
』
以
前
に
成
立
し
て
い
た
諸
作
品
の
影
響
が
強
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
『
近
古
実
録
』
系
統
の
伝
本
は
、
確
認
さ
れ
る
限
り
明
治
一
八
年
の
刊
本
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
遡
り
う
る
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
は
明
治
一
〇
年
代
の
成
立
に
係
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
前
に
、
歌
舞
伎
や
読
本
、
講
談
な
ど
で
既
に
「
鬼
神
の
お
松
」
は
知
名
度
を
得
て
お
り
、
主
人
公
の
お
松
や
夫
の
造
型
も
、
こ
れ
ら
の
作
例
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
の
『
近
古
実
録
』
系
統
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
変
奏
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、
当
の
伝
本
に
寄
せ
ら
れ
た
序
文
が
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も
う
一
つ
、
先
掲
の
『
近
古
実
録
』
系
統
⑦
の
伝
本
（
明
治
二
〇
年
刊
）
は
、
表
紙
に
「K
O
K
O
N
D
O
K
U
FU
D
EN
」
の
文
字
を
冠
し
、「
姐
妃
於
百
」「
高
橋
於
伝
」「
鬼
神
於
松
」
な
ど
六
人
の
「
毒
婦
」
の
肖
像
を
描
い
て
い
る
【
図
版
７
】。
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
、
「
鬼
神
の
お
松
」
も
明
治
に
叢
生
し
た
「
毒
婦
伝
」
の
一
画
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
果
た
し
て
お
松
は
「
毒
婦
」
に
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
七
四
二
夏
目
漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
「
其
マ
ド
ン
ナ
が
不
慥
な
マ
ド
ン
ナ
さ
ん
で
な
、
も
し
」
「
厄
介
だ
ね
。
渾あだ
名な
の
付
い
て
る
女
に
や
昔
か
ら
碌
な
も
の
は
居
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
さ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
」
「
ほ
ん
当
に
さ
う
ぢ
や
な
も
し
。
鬼
神
の
御
松
ぢ
や
の
、
姐
妃
の
御
百
ぢ
や
の
て
ゝ
怖
い
女
が
居
り
ま
し
た
な
も
し
」
…
二
五
明
治
三
九
年
の
時
点
で
、
お
松
は
「
姐
妃
の
御
百
」
と
並
ん
で
「
怖
い
女
」
に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
渾
名
」
の
付
い
た
怖
い
女
、
と
い
う
点
で
、
こ
こ
に
は
「
毒
婦
」
像
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
か
。
こ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
、「
毒
婦
」
の
定
義
を
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ち
ょ
ん
が
れ
に
歌
わ
れ
た
お
松
は
、
笠
松
峠
で
旅
人
を
殺
す
女
盗
賊
で
あ
り
、
色
香
で
男
を
蕩
か
す
明
治
以
後
の
「
毒
婦
」
像
と
は
質
を
異
に
し
て
い
る
。
歌
舞
伎
で
の
脚
色
を
経
て
、
夫
へ
の
思
い
の
た
め
に
死
を
選
ぶ
と
い
う
命
運
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
点
で
は
、「
悪
婆
」
に
近
い
性
格
を
持
つ
も
の
と
も
言
え
よ
う
が
、
「
悪
婆
」
と
「
毒
婦
」
と
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
講
談
の
「
鬼
神
の
お
松
」
で
は
、
芸
者
時
代
に
は
客
に
肌
を
許
さ
ず
、
夫
の
伝
吉
と
相
識
っ
て
後
は
、
別
離
を
経
て
も
夫
へ
の
思
慕
を
抱
き
続
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
継
母
の
敵
を
討
つ
に
あ
た
っ
て
隣
家
の
男
を
誑
し
こ
ん
で
協
力
さ
せ
る
と
い
う
挿
話
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
の
「
毒
婦
」
像
の
確
立
後
に
、
新
た
に
付
与
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、『
近
古
実
録
』
系
統
で
も
、
夫
の
朋
輩
に
恋
慕
さ
れ
た
お
松
は
こ
れ
を
拒
絶
、
言
い
寄
る
相
手
を
殺
し
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
お
松
は
盗
賊
稼
業
に
手
を
染
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
亡
夫
へ
の
「
貞
節
」
を
貫
い
て
い
る
点
で
、「
毒
婦
」
像
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
即
ち
、
お
松
は
確
か
に
「
渾
名
」
を
持
つ
「
怖
い
女
」
と
は
言
え
よ
う
が
、
同
時
に
「
貞
婦
」「
節
婦
」
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
四
三
近
世
以
来
の
「
鬼
神
の
お
松
」
は
、
少
な
く
と
も
歌
舞
伎
で
の
脚
色
以
降
、
思
う
男
へ
の
誠
を
貫
く
一
面
を
備
え
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
貞
婦
」「
節
婦
」
で
あ
り
、
親
の
敵
討
を
果
た
す
点
で
は
「
孝
女
」
で
も
あ
る
。
ま
た
「
女
白
浪
」
と
し
て
の
造
型
に
お
い
て
は
、
義
侠
的
側
面
を
備
え
る
作
例
も
あ
り
、
幕
末
の
歌
舞
伎
で
は
「
女
自
来
也
」
の
別
称
を
与
え
ら
れ
て
、
赤
子
を
庇
う
慈
愛
も
見
せ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
類
型
は
、
近
代
以
降
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
い
く
。「
怖
い
女
」
は
「
毒
婦
」
に
、
逆
に
規
範
的
行
動
を
示
す
女
性
に
は
「
忠
孝
貞
節
」
の
徳
目
が
付
与
さ
れ
て
称
揚
さ
れ
る
。「
鬼
神
の
お
松
」
の
備
え
て
い
た
多
彩
な
相
貌
は
、
近
代
以
降
の
女
性
像
の
類
型
に
は
合
致
し
な
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。「
鬼
神
の
お
松
」
を
「
古
今
毒
婦
伝
」
に
数
え
入
れ
た
伝
本
の
存
在
は
、
明
治
期
の
文
芸
が
、
か
つ
て
持
ち
得
て
い
た
複
層
的
な
女
性
類
型
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
か
ん
ば
や
し　
な
お
こ
・
本
学
准
教
授
）
［
付
記
］
本
稿
を
草
す
に
あ
た
り
、
ロ
バ
ー
ト 
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
、
高
橋
圭
一
氏
、
延
広
真
治
氏
に
御
架
蔵
資
料
の
借
覧
お
よ
び
御
恵
与
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
ち
ょ
ん
が
れ
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
「
浪
花
節
に
つ
い
て
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
第
十
巻 
舌
耕
文
学
談
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）、
吉
田
伸
之
「
身
分
的
周
縁
―
―
勧
進
と
芸
能
」（『
日
本
の
歴
史
十
七
巻 
成
熟
す
る
江
戸
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。
な
お
、「
ち
ょ
ん
が
れ
節
」「
ち
ょ
ぼ
く
れ
ち
ょ
ん
が
れ
」
な
ど
複
数
の
称
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
ち
ょ
ん
が
れ
」
の
表
記
に
統
一
す
る
。
二
「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
諸
作
品
に
つ
い
て
は
、
前
田
裕
子
「
鬼
神
の
お
松
」
の
展
開
」（『
青
山
語
文
』
二
五
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）
の
ほ
か
、
拙
稿
「
鬼
神
の
お
松
」
の
起
源
と
変
容
―
―
歌
舞
伎
に
お
け
る
脚
色
を
中
心
に
」（『
近
世
文
芸
』
八
八
号
、
二
〇
〇
八
年
八
七
四
四
月
）、
同
「
合
巻
に
お
け
る
「
鬼
神
の
お
松
」
像
の
変
遷
―
―
「
牙
の
お
才
」
の
影
響
と
後
日
譚
の
創
出
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
二
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
三
『
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
』
十
七
輯
（
名
古
屋
大
学
教
養
部
、
一
九
七
三
年
三
月
）
四
い
ず
れ
も
眠
牛
舎
発
行
。『
年
譜
稿
』
は
一
九
九
七
年
、『
作
品
集
』（
一
）
は
一
九
九
八
年
、
同
（
二
）
は
一
九
九
九
年
刊
。
五
菊
池
真
一
「
松
林
伯
円
を
め
ぐ
っ
て
」（『
江
戸
の
文
事
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
中
込
重
明
「
松
林
伯
円
と
筒
井
政
憲
」「
松
林
伯
円
を
め
ぐ
る
人
々
」（
初
出
は
前
掲
『
松
林
伯
円
作
品
集
（
一
）（
二
）』。
い
ず
れ
も
中
込
重
明
『
明
治
文
芸
と
薔
薇
』（
右
文
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
に
収
録
）
ほ
か
。
六
『
講
談
落
語
今
昔
譚
』（
雄
山
閣
、
一
九
二
四
年
。
本
稿
で
の
引
用
は
東
洋
文
庫
版
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
）、
二
四
五
頁
。
七
『
講
談
落
語
今
昔
譚
』、
二
四
三
頁
。
八
『
講
談
雑
誌
』
第
二
巻
四
号
（
博
友
社
、
大
正
五
年
四
月
）、
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。
九
「
奥
州
娘
白
浪
」
の
連
載
開
始
の
予
告
文
（『
講
談
雑
誌
』
第
二
巻
三
号
、
大
正
五
年
三
月
、
二
〇
頁
）。
一
〇『
新
編
都
草
紙
』
連
載
は
、
一
号
（
著
述
堂
刊
。
明
治
一
六
年
五
月
二
四
日
御
届
、
同
年
六
月
四
日
出
版
）
～
二
三
号
（
明
治
一
六
年
九
月
二
四
日
出
版
）
ま
で
。
単
行
本
は
前
後
編
二
冊
。
前
編
刊
記
「
明
治
十
六
年
五
月
廿
四
日
御
届　
同
十
月
四
日
別
製
本
御
届
」。
後
編
「
明
治
十
七
年
一
月
十
四
日
御
届
、
同
十
九
年
六
月
十
五
日
出
版
」。
連
載
・
単
行
本
と
も
に
、
国
会
図
書
館
蔵
本
を
参
照
。
一
一「
講
談
作
品
事
典
」
刊
行
会
、
二
〇
〇
八
年
刊
。「
鬼
神
の
お
松
」
項
は
五
一
八
頁
、「
骸
骨
お
松
」
項
は
四
〇
一
～
四
〇
二
頁
。
一
二
注
一
一
前
掲
書
、
四
〇
二
頁
。
一
三「
鬼
神
の
お
松
」
物
の
合
巻
『
薄
緑
娘
白
波
』（
仮
名
垣
魯
文
作
、
歌
川
芳
幾
・
歌
川
芳
虎
画
、
慶
応
四
年
～
明
治
四
年
刊
）
で
も
、
初
編
の
巻
頭
を
芸
者
お
松
の
夢
か
ら
書
き
起
こ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
講
談
か
ら
想
を
得
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
薄
緑
娘
講
談
と
『
近
古
実
録
』
に
み
る
「
鬼
神
の
お
松
」
七
四
五
白
波
』
は
、
初
編
の
序
文
で
も
伯
円
作
の
講
談
に
言
及
し
て
お
り
、
講
談
と
の
関
連
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
一
四「
色
濃
緑
笠
松
」
第
一
回
、
一
頁
（
原
文
は
総
ル
ビ
）。
一
五
本
文
四
三
頁
。
引
用
に
際
し
て
ル
ビ
を
省
略
し
た
（
原
総
ル
ビ
）。
一
六『
講
談
雑
誌
』
第
二
巻
三
号
（
大
正
五
年
三
月
）、
二
〇
頁
。
原
文
は
総
ル
ビ
。
な
お
、
こ
こ
で
円
玉
が
言
う
よ
う
に
、
明
和
期
に
「
日
の
出
家
の
松
吉
」
な
る
芸
妓
が
実
在
し
た
と
す
れ
ば
お
松
の
実
説
と
し
て
興
味
深
い
が
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
一
七
松
雪
斎
銀
光
画
、
具
足
屋
刊
。
刊
年
の
考
証
は
、
揃
物
の
う
ち
数
点
に
捺
さ
れ
た
改
印
に
基
づ
く
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）。
一
八
刊
記
に
は
、「
明
治
十
九
年
五
月
二
五
日
笠
松
峠
鬼
神
お
松
伝
［
翻
刻
］（
上
か
ら
墨
字
抹
消
）
御
届
、
明
治
十
九
年
八
月
三
十
一
日
合
本
御
届
、
同
年
十
一
月
出
版
」
と
あ
る
。
ま
ず
は
「
笠
松
峠
鬼
神
お
松
伝
」
の
「
翻
刻
」
の
計
画
が
先
行
、
そ
の
後
『
善
悪
草
園
生
咲
分
』
と
の
合
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
一
九
表
紙
の
図
像
、
右
上
か
ら
順
に
「
姐
妃
於
百
」「
夜
嵐
於
衣
」「
鬼
神
於
松
」「
高
橋
於
伝
」「
洋
妾
於
花
」「
写
真
於
衣
」。
口
絵
有
（
見
開
き
半
葉
二
図
。「
魁
一
書
」）。
挿
絵
無
。
尾
題
「
鬼
神
お
松
譚
」。
後
ろ
表
紙
に
墨
筆
書
き
入
れ
「
北
会
津
郡
神
指
邨
／
大
字
北
四
合
／
皆
川
応
助
／
明
治
三
十
一
年
八
月
求
之
」。
二
〇
引
用
は
⑦
に
よ
る
。
本
文
第
一
頁
（
②
・
③
も
同
）。
二
一
歌
川
国
芳
画
、
伊
丹
屋
善
兵
衛
・
河
内
屋
茂
兵
衛
板
。
中
村
幸
彦
氏
旧
蔵
本
お
よ
び
学
習
院
大
学
所
蔵
本
を
参
照
（
と
も
に
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
資
料
）。
版
元
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
旧
蔵
本
の
奥
付
に
「
伊
丹
屋
善
兵
衛
」、
学
習
院
本
の
奥
付
に
「
群
玉
堂
河
内
屋
茂
兵
衛
」
と
あ
る
。
中
村
幸
彦
旧
蔵
本
は
学
習
院
本
よ
り
早
印
と
判
断
さ
れ
、
伊
丹
屋
板
が
本
来
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
刊
行
事
情
に
つ
い
て
は
今
後
更
に
考
察
し
た
い
。『
絵
本
稗
史
小
説
』
第
十
巻
（
博
文
館
、
一
九
一
九
年
）
に
も
活
字
翻
刻
が
収
載
さ
れ
る
。
七
四
六
二
二
引
用
は
④
に
よ
る
（
一
頁
）。
引
用
に
際
し
て
適
宜
ル
ビ
を
省
略
し
た
（
原
総
ル
ビ
）。
以
下
も
同
。
二
三
墨
川
亭
雪
麿
作
、
歌
川
国
安
画
、
文
寿
堂
丸
屋
文
右
衛
門
板
。『
笠
松
峠
雨
夜
菅
簑
』
に
つ
い
て
は
、
注
二
に
挙
げ
た
拙
稿
（
二
〇
二
〇
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
二
四
引
用
は
④
に
よ
る
（
一
頁
。
原
総
ル
ビ
）。
二
五『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
第
九
巻
第
七
号
（
ほ
と
ゝ
ぎ
す
発
行
所
、
明
治
三
九
年
四
月
。
復
刻
・
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九
七
三
年
）、
七
七
～
七
八
頁
。
